
南
会
津
地
方
振

興
局

会
津
地
方
振
興

局 県
南
地
方
振
興

局

対
象
機
関 福

島
県
監
査
委
員

平
成
23年

８
月
24日

平
成
23年

８
月
24日

平
成
23年

９
月
８
日

実
施
年
月
日

鴫
原
吉
之
助

鴫
原
吉
之
助

宗
方

保

担
当
監
査
委
員

�
野
宏
之

�
野
宏
之

野
崎
直
実

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
23年

７
月
14日

平
成
23年

７
月
15日

平
成
23年

７
月
21日

平
成
23年

７
月
22日

平
成
23年

７
月
26日

平
成
23年

７
月
27日

職
員
調
査
年
月
日

南
会
津
保
健
福

祉
事
務
所

会
津
保
健
福
祉

事
務
所

県
中
保
健
福
祉

事
務
所

県
北
保
健
福
祉

事
務
所

対
象
機
関

南
会
津
地
方
振

興
局

会
津
地
方
振
興

局 県
南
地
方
振
興

局

対
象
機
関

平
成
23年

８
月
31日

平
成
23年

８
月
３
日

平
成
23年

８
月
25日

平
成
23年

９
月
８
日

実
施
年
月
日

平
成
23年

８
月
24日

平
成
23年

８
月
24日

平
成
23年

９
月
８
日

実
施
年
月
日

鴫
原
吉
之
助

宗
方

保

宗
方

保

宗
方

保

担
当
監
査
委
員

鴫
原
吉
之
助

鴫
原
吉
之
助

宗
方

保

担
当
監
査
委
員

�
野
宏
之

野
崎
直
実

野
崎
直
実

野
崎
直
実

�
野
宏
之

�
野
宏
之

野
崎
直
実

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
施
方
法

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
23年

６
月
30日

平
成
23年

７
月
１
日

平
成
23年

７
月
６
日

平
成
23年

７
月
７
日

平
成
23年

７
月
19日

平
成
23年

７
月
20日

平
成
23年

７
月
21日

平
成
23年

７
月
22日

職
員
調
査
年
月
日

平
成
23年

７
月
14日

平
成
23年

７
月
15日

平
成
23年

７
月
21日

平
成
23年

７
月
22日

平
成
23年

７
月
26日

平
成
23年

７
月
27日

職
員
調
査
年
月
日

監
査
公
表
第
２
４
号

地
方
自
治
法
(昭
和
22年

法
律
第
67号

)
第
199条

第
４
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
し
た
定
期
監
査
の

結
果
は
､
次
の
と
お
り
で
す
｡

平
成
23年
９
月
30日

福
島
県
監
査
委
員
鴫
原
吉
之
助

福
島
県
監
査
委
員
宗
方

保
福
島
県
監
査
委
員
野
崎
直
実

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

１
監
査
実
施
期
間
平
成
23年
８
月
２
日
～
平
成
23年
９
月
９
日

２
監
査
対
象
機
関
公
所
21箇
所

３
監
査
の
結
果

監
査
は
､
平
成
22会
計
年
度
の
財
務
に
関
す
る
事
務
に
つ
い
て
実
施
し
た
｡

�
総
務
部

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

・
個
人
事
業
税
に
つ
い
て
､
詳
細
調
査
未
了
な
ど
に
よ
り
９
件
､
税
額
計
586,100円

の
課

税
が
行
わ
れ
て
い
な
い
｡

(県
南
地
方
振
興
局
)

・
補
助
金
の
一
部
返
還
に
つ
い
て
､
根
拠
規
程
に
基
づ
く
実
績
確
認
､
交
付
額
の
確
定
､
交

付
決
定
の
一
部
取
消
､
返
還
命
令
等
の
手
続
が
行
わ
れ
て
い
な
い
｡(南
会
津
地
方
振
興
局
)

上
記
以
外
の
監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡

�
保
健
福
祉
部

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

・
通
勤
手
当
が
不
足
支
給
(１
人
15,600円

)
､
超
過
勤
務
手
当
が
不
足
支
給
(７
人
31,877

円
)
と
な
っ
て
い
る
｡

(県
北
保
健
福
祉
事
務
所
)

・
旅
費
に
つ
い
て
､
｢早
朝
出
発
等
定
額
｣
の
支
給
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
76件
､
旅
行
命

令
が
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
４
件
あ
る
｡

(県
北
保
健
福
祉
事
務
所
)

・
公
用
自
動
車
に
つ
い
て
､
支
出
と
な
る
廃
車
費
用
と
収
入
と
な
る
売
払
い
代
金
を
同
額
と

し
て
､
収
入
と
支
出
の
事
務
手
続
を
せ
ず
に
廃
車
処
分
を
し
て
い
る
｡

(県
中
保
健
福
祉
事
務
所
)

・
委
託
契
約
に
基
づ
き
受
託
者
が
提
出
す
べ
き
事
業
実
施
計
画
書
が
提
出
さ
れ
て
お
ら
ず
､

提
出
の
指
示
も
行
っ
て
い
な
い
｡

(県
中
保
健
福
祉
事
務
所
)

・
社
会
福
祉
施
設
等
入
所
費
負
担
金
の
現
年
度
分
徴
収
率
が
､
県
平
均
を
下
回
り
､
か
つ
前

年
度
を
下
回
っ
て
い
る
｡

(会
津
保
健
福
祉
事
務
所
)

・
旅
費
に
つ
い
て
､
｢早
朝
出
発
等
定
額
｣
の
支
給
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
34件
あ
る
｡
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翌
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内
水
面
水
産
試

験
場

南
会
津
農
林
事

務
所

会
津
農
林
事
務

所

対
象
機
関

ハ
イ
テ
ク
プ
ラ

ザ

対
象
機
関

平
成
23年

９
月
９
日

平
成
23年

８
月
25日

平
成
23年

８
月
24日

実
施
年
月
日

平
成
23年

８
月
23日

実
施
年
月
日

鴫
原
吉
之
助

鴫
原
吉
之
助

宗
方

保

担
当
監
査
委
員

鴫
原
吉
之
助

担
当
監
査
委
員

�
野
宏
之

�
野
宏
之

野
崎
直
実

�
野
宏
之

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
施
方
法

実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
23年

７
月
20日

平
成
23年

７
月
６
日

平
成
23年

７
月
７
日

平
成
23年

７
月
12日

平
成
23年

７
月
13日

職
員
調
査
年
月
日

平
成
23年

７
月
８
日

職
員
調
査
年
月
日

福
島
空
港
事
務

所 南
会
津
建
設
事

務
所

喜
多
方
建
設
事

務
所

会
津
若
松
建
設

事
務
所

対
象
機
関

内
水
面
水
産
試

験
場

南
会
津
農
林
事

務
所

会
津
農
林
事
務

所

対
象
機
関

平
成
23年

９
月
９
日

平
成
23年

９
月
１
日

平
成
23年

８
月
２
日

平
成
23年

８
月
23日

実
施
年
月
日

平
成
23年

９
月
９
日

平
成
23年

８
月
25日

平
成
23年

８
月
24日

実
施
年
月
日

宗
方

保

鴫
原
吉
之
助

宗
方

保

宗
方

保

担
当
監
査
委
員

鴫
原
吉
之
助

鴫
原
吉
之
助

宗
方

保

担
当
監
査
委
員

野
崎
直
実

�
野
宏
之

野
崎
直
実

野
崎
直
実

�
野
宏
之

�
野
宏
之

野
崎
直
実

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
施
方
法

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
23年

７
月
22日

平
成
23年

６
月
28日

平
成
23年

６
月
29日

平
成
23年

６
月
30日

平
成
23年

７
月
１
日

平
成
23年

７
月
14日

平
成
23年

７
月
15日

職
員
調
査
年
月
日

平
成
23年

７
月
20日

平
成
23年

７
月
６
日

平
成
23年

７
月
７
日

平
成
23年

７
月
12日

平
成
23年

７
月
13日

職
員
調
査
年
月
日

(南
会
津
保
健
福
祉
事
務
所
)

�
商
工
労
働
部

上
記
の
監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡

○
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
監
査
時
に
､
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
に
関
す
る
指
摘
事
項
が
下
記
の

と
お
り
認
め
ら
れ
た
の
で
､
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
生
じ
な
い
よ
う
適
正
な
事
務
処
理
に
努

め
る
こ
と
｡

指
摘
事
項

・
手
数
料
の
決
定
事
務
に
お
い
て
､
著
し
く
適
正
を
欠
い
て
い
る
｡

｢事
実
｣
繊
維
関
係
の
試
験
等
に
係
る
手
数
料
は
､
福
島
県
ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
条
例
に
お
い
て

｢１
件
､
4,000円

の
範
囲
内
で
規
則
で
定
め
る
額
｣
と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
､
同
施

行
規
則
に
お
い
て
は
条
例
で
定
め
る
額
を
超
え
た
額
を
定
め
て
い
る
も
の
が
あ
る
｡

�
条
例
で
定
め
る
手
数
料

種
類
繊
維
関
係

単
位
１
件

金
額
4,000円

の
範
囲
内
で
規
則
で
定
め
る
額

�
同
施
行
規
則
で
定
め
る
額

繊
維
関
係

ア
種
別
物
性
試
験
衣
服
環
境
試
験

単
位
１
試
料

金
額
6,770円

イ
種
別
鑑
別
等
そ
の
他
の
織
物
鑑
定

単
位
１
試
料

金
額
4,630円

｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

手
数
料
の
額
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
､
条
例
に
基
づ
き
､
適
正
に
規
定
す
る
こ
と
｡

(商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
(ハ
イ
テ
ク
プ
ラ
ザ
)
)

�
農
林
水
産
部

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

・
単
身
赴
任
手
当
が
過
支
給
(１
人
23,000円

)
､
超
過
勤
務
手
当
が
過
支
給
(２
人
11,680

円
)
と
な
っ
て
い
る
｡

(会
津
農
林
事
務
所
)

上
記
以
外
の
監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡

�
土
木
部

○
下
記
の
と
お
り
指
摘
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
生
じ
な
い
よ
う

適
正
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
｡

指
摘
事
項

・
職
員
手
当
の
支
給
に
著
し
く
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣

１
職
員
Ａ
ほ
か
42名
に
係
る
超
過
勤
務
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
､
時
間
外
に
運
転
業

務
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
支
給
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
｡

正
当
支
給
額
432,060円

既
支
給
額

0円
不
足
支
給
額
432,060円

２
職
員
Ｂ
に
係
る
通
勤
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
､
病
気
休
暇
を
取
得
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
､
支
給
停
止
し
な
か
っ
た
た
め
過
支
給
と
な
っ
て
い
る
｡
(平
成
22年
８
月
～

同
年
９
月
分
)

正
当
支
給
額

0円
既
支
給
額

44,200円
過
支
給
額

44,200円
｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣
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川
口
高
等
学
校

西
会
津
高
等
学

校 南
会
津
教
育
事

務
所

県
南
教
育
事
務

所 県
中
教
育
事
務

所

対
象
機
関

平
成
23年

８
月
24日

平
成
23年

８
月
25日

平
成
23年

８
月
31日

平
成
23年

９
月
８
日

平
成
23年

８
月
23日

実
施
年
月
日

宗
方

保

宗
方

保

鴫
原
吉
之
助

宗
方

保

鴫
原
吉
之
助

担
当
監
査
委
員

野
崎
直
実

野
崎
直
実

�
野
宏
之

野
崎
直
実

�
野
宏
之

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
23年

７
月
15日

平
成
23年

７
月
14日

平
成
23年

７
月
５
日

平
成
23年

７
月
21日

平
成
23年

７
月
８
日

職
員
調
査
年
月
日

白
河
警
察
署

対
象
機
関

平
成
23年

９
月
９
日

実
施
年
月
日

宗
方

保

担
当
監
査
委
員

野
崎
直
実
実
地
監
査

実
施
方
法

平
成
23年

７
月
20日

職
員
調
査
年
月
日

職
員
手
当
の
支
給
に
当
た
っ
て
は
､
支
給
要
件
等
を
十
分
確
認
す
る
と
と
も
に
チ
ェ
ッ

ク
体
制
を
確
立
し
､
関
係
規
程
に
基
づ
き
適
正
に
行
う
こ
と
｡
(喜
多
方
建
設
事
務
所
)

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

・
旅
費
の
支
払
が
３
か
月
以
上
遅
延
し
て
い
る
｡

(喜
多
方
建
設
事
務
所
)

・
道
路
舗
装
補
修
材
に
つ
い
て
､
単
価
契
約
に
よ
り
原
材
料
費
で
購
入
し
て
い
る
ほ
か
に
､

需
用
費
で
随
時
に
購
入
し
て
い
る
｡
ま
た
､
単
価
契
約
に
係
る
納
入
時
に
納
品
書
を
徴
取

し
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
｡

(南
会
津
建
設
事
務
所
)

・
公
用
自
動
車
に
つ
い
て
､
支
出
と
な
る
廃
車
費
用
と
収
入
と
な
る
売
払
い
代
金
を
同
額
と

し
て
､
収
入
と
支
出
の
事
務
手
続
を
せ
ず
に
廃
車
処
分
を
し
て
い
る
｡

(南
会
津
建
設
事
務
所
)

・
一
級
建
築
士
事
務
所
登
録
手
数
料
に
つ
い
て
､
福
島
県
収
入
証
紙
で
納
付
す
べ
き
と
こ
ろ
､

収
入
印
紙
が
貼
付
さ
れ
､
消
印
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
｡

(南
会
津
建
設
事
務
所
)

・
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド
使
用
簿
の
物
品
管
理
権
者
印
及
び
自
動
車
使
用
簿
の
承
認
印
が
全
て
押
印

さ
れ
て
い
な
い
｡

(南
会
津
建
設
事
務
所
)

・
旅
行
申
請
等
の
手
続
に
つ
い
て
､
庶
務
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
申
請
及
び
旅
費
の
支
出
が
遅
延

し
て
い
る
｡

(福
島
空
港
事
務
所
)

上
記
以
外
の
監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡

�
教
育
委
員
会

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し

た
｡
指
導
事
項

・
超
過
勤
務
手
当
が
不
足
支
給
(１
人
10,818円

)
と
な
っ
て
い
る
｡
(県
南
教
育
事
務
所
)

・
行
政
財
産
の
使
用
許
可
に
つ
い
て
､
許
可
や
使
用
料
調
定
等
に
遅
延
し
て
い
る
も
の
が
あ

る
｡

(県
南
教
育
事
務
所
)

上
記
以
外
の
監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡

�
公
安
委
員
会

上
記
の
監
査
対
象
機
関
の
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
は
､
適
正
と
認
め
ら
れ
た
｡

(監
査
総
務
課
)

監
査
公
表
第
２
５
号

地
方
自
治
法
(昭
和
22年

法
律
第
67号

)
第
199条

第
４
項
の
規
定
に
よ
り
実
施
し
た
県
公
営
企
業

に
係
る
定
期
監
査
を
執
行
し
た
結
果
は
､
次
の
と
お
り
で
す
｡

平
成
23年
９
月
30日

福
島
県
監
査
委
員
鴫
原
吉
之
助

福
島
県
監
査
委
員
宗
方

保
福
島
県
監
査
委
員
野
崎
直
実

福
島
県
監
査
委
員

�
野
宏
之

監
査
対
象
機
関
福
島
県
企
業
局

執
行
年
月
日
平
成
23年
８
月
９
日

担
当
監
査
委
員
鴫

原
吉
之
助

�
野
宏
之

(工
業
用
水
道
事
業
)

第
１
決
算
及
び
財
務
の
状
況

平
成
22年
度
に
お
け
る
決
算
及
び
財
務
の
状
況
は
､
損
益
計
算
書
､
貸
借
対
照
表
そ
の
他
の
財
務

諸
表
に
適
正
に
表
示
さ
れ
て
お
り
､
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
は
､
適
正
に
執
行
さ
れ

て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
｡

第
２
事
業
経
営
の
状
況

当
年
度
に
お
け
る
工
業
用
水
道
事
業
の
業
務
運
営
の
状
況
は
､
総
給
水
量
349,824,920�

で
､
前

年
度
に
比
べ
16,862,081

�
(4.6％

)
減
少
し
て
い
る
が
､
こ
れ
は
東
日
本
大
震
災
に
伴
い
被
災
し

た
５
つ
の
工
業
用
水
道
全
て
に
お
い
て
給
水
を
停
止
し
た
こ
と
に
よ
り
給
水
量
が
減
少
し
て
い
る
た

め
で
あ
り
､
工
業
用
水
道
全
体
の
給
水
は
､
震
災
の
影
響
を
除
け
ば
計
画
ど
お
り
実
施
さ
れ
た
も
の

と
認
め
ら
れ
る
｡

ま
た
､
当
年
度
に
お
け
る
建
設
改
良
事
業
に
つ
い
て
も
､
磐
城
工
業
用
水
道
第
２
期
改
築
事
業
の

配
水
管
布
設
替
工
事
な
ど
､
計
画
ど
お
り
実
施
さ
れ
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
｡

経
営
成
績
で
は
､
事
業
収
益
が
2,574,286,781円

に
対
し
事
業
費
用
は
2,313,671,734円

で
､
当

年
度
の
純
利
益
は
260,615,047円

と
な
っ
て
い
る
｡
こ
れ
は
､
前
年
度
よ
り
125,670,210円

少
な
い

が
､
修
繕
費
や
資
産
減
耗
費
等
の
営
業
費
用
が
増
加
し
た
こ
と
に
加
え
､
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
給

水
停
止
に
よ
り
総
給
水
量
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
｡

平成23年９月30日 金曜日 福 島 県 報 号外第62号3



純
損

益

事
業

費
用

事
業

収
益

年
度

区
分

1,023,688,781

485,749,607

1,509,438,388

平
成
22年
度

△
43,295,097

483,935,886

440,640,789

平
成
21年
度

1,066,983,878

1,813,721

1,068,797,599

増
減

○
指
摘
等
事
項

特
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
｡

(地
域
開
発
事
業
)

第
１
決
算
及
び
財
務
の
状
況

平
成
22年
度
に
お
け
る
決
算
及
び
財
務
の
状
況
は
､
損
益
計
算
書
､
貸
借
対
照
表
そ
の
他
の
財
務

諸
表
に
適
正
に
表
示
さ
れ
て
お
り
､
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
は
､
適
正
に
執
行
さ
れ

て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
｡

第
２
事
業
経
営
の
状
況

当
年
度
に
お
け
る
地
域
開
発
事
業
の
業
務
運
営
の
状
況
は
､
白
河
複
合
型
拠
点
に
お
い
て
住
宅
用

地
1,819.04㎡

を
分
譲
し
､
Ｃ
工
区
の
工
業
用
地
20,936.28㎡

を
取
得
す
る
と
と
も
に
25,359.54㎡

を
分
譲
し
て
い
る
｡
ま
た
､
Ａ
Ｂ
工
区
に
お
い
て
緑
地
485.72㎡

を
譲
渡
し
て
い
る
｡
当
年
度
末
に

お
け
る
分
譲
率
は
､
田
村
西
部
工
業
団
地
が
79.2％

､
白
河
複
合
型
拠
点
(造
成
済
み
)
の
工
場
用

地
が
80.6％

及
び
業
務
用
地
・
住
宅
用
地
が
47.0％

と
な
っ
て
い
る
｡

経
営
成
績
の
状
況
に
つ
い
て
は
､
事
業
収
益
475,782,738円

に
対
し
事
業
費
用
は
1,003,137,959

円
で
､
こ
の
結
果
当
年
度
の
純
損
失
は
527,355,221円

と
前
年
度
と
比
べ
199,540,947円

(60.9％
)

損
失
額
が
増
加
し
て
お
り
､
当
年
度
未
処
理
欠
損
金
は
8,418,078,803円

に
達
し
て
い
る
｡

○
指
摘
等
事
項

特
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
｡

監
査
対
象
機
関
福
島
県
病
院
局

執
行
年
月
日
平
成
23年
８
月
９
日

担
当
監
査
委
員
宗
方

保
野
崎
直
実

(福
島
県
立
病
院
事
業
)

第
１
決
算
及
び
財
務
の
状
況

平
成
22年
度
に
お
け
る
決
算
及
び
財
務
の
状
況
は
､
損
益
計
算
書
及
び
貸
借
対
照
表
そ
の
他
の
財

務
諸
表
に
お
お
む
ね
適
正
に
表
示
さ
れ
て
お
り
､
財
務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
は
､
お
お

む
ね
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
｡

第
２
事
業
経
営
の
状
況

県
立
病
院
は
､
６
病
院
､
許
可
病
床
数
847床

で
あ
り
､
平
成
22年
度
の
患
者
数
は
､
延
べ
420,549

人
と
な
っ
て
い
る
｡

患
者
数
の
内
訳
は
､
入
院
が
延
べ
157,092人

､
外
来
が
延
べ
263,457人

で
､
前
年
度
に
比
べ
て
､

入
院
は
421人

(0.3％
)
増
加
し
､
外
来
は
7,050人

(2.6％
)
減
少
し
､
合
計
で
は
6,629人

(1.6
％
)
の
減
少
と
な
っ
た
｡
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に
よ
る
患
者
数
の
減
少
は
あ
っ
た
も
の
の
､
医
師

の
確
保
等
診
療
体
制
の
強
化
に
よ
り
入
院
患
者
数
は
増
加
し
て
い
る
｡

経
営
成
績
で
は
､
総
収
益
11,629,653,169円

に
対
し
総
費
用
が
13,097,674,933円

で
､
純
損
失

は
1,468,021,764円

と
前
年
度
に
比
べ
265,760,533円

(15.3％
)
損
失
額
が
減
少
し
て
い
る
が
､

繰
越
欠
損
金
を
加
え
た
累
積
欠
損
金
は
25,644,390,196円

に
達
し
て
い
る
｡

純
損
失
額
が
減
少
し
た
の
は
､
入
院
患
者
数
の
増
及
び
入
院
・
外
来
診
療
単
価
の
増
に
よ
り
､
入

院
収
益
・
外
来
収
益
が
前
年
度
と
比
較
し
354,229,368円

増
加
す
る
と
と
も
に
､
職
員
数
の
減
等
に

よ
り
給
与
費
を
含
む
医
業
費
用
が
326,605,945円

減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で
あ
る
｡

ま
た
､
平
成
22年

度
に
お
い
て
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
ら
れ
た
負
担
金
・
補
助
金
は
､
収
益
的

収
入
中
に
4,894,420,648円

が
あ
り
､
資
本
的
収
入
中
の
1,104,940,272円

を
合
計
す
れ
ば
､
総
額

5,999,360,920円
に
上
っ
て
い
る
が
､
こ
れ
は
前
年
度
と
比
較
し
て
592,265,979円

(9.0％
)
減
少

し
て
い
る
｡

(病
院
局
)

事
業
収
支

(単
位
円
)

平
成
22年
度
の
収
支
は
､
経
営
改
革
支
援
経
費
等
の
一
般
会
計
補
助
金
の
大
幅
な
増
加
に
よ
り
､

収
益
が
1,509,438,388円

で
前
年
度
に
比
べ
1,068,797,599円

(242.6％
)
増
加
し
た
た
め
､
費
用

が
485,749,607円

で
前
年
度
に
比
べ
1,813,721円

(0.4％
)
増
加
し
た
が
､
1,023,688,781円

の
純

利
益
と
な
っ
て
い
る
｡

○
下
記
の
と
お
り
指
摘
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
な
い
よ
う
適

切
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
｡

指
摘
事
項

・
費
用
に
多
額
の
計
上
漏
れ
が
あ
る
｡

｢事
実
｣

病
院
局
が
財
団
法
人
甲
に
委
託
し
た
県
立
南
会
津
病
院
に
お
け
る
診
療
業
務
に
つ
い
て
､

診
療
行
為
が
行
わ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
委
託
料
2,835,000円

を
費
用
と
し
て
計
上
せ

ず
､
代
金
も
支
払
っ
て
い
な
い
｡

｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

費
用
の
計
上
に
当
た
っ
て
は
､
各
県
立
病
院
と
十
分
連
携
の
上
､
内
部
牽 け
ん制
を
強
化
し
､

関
係
規
程
に
基
づ
き
適
正
に
行
う
こ
と
｡

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し
た
｡

指
導
事
項

・
決
算
書
の
作
成
に
当
た
り
､
企
業
債
の
年
度
区
分
や
消
費
税
額
の
計
算
を
誤
っ
た
ま
ま
決
算

し
て
い
る
｡

監
査
対
象
公
所
県
立
矢
吹
病
院

執
行
年
月
日
平
成
23年
７
月
29日
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純
損

益

事
業

費
用

事
業

収
益

年
度

区
分

外
来

入
院

年
度

区
分

38,951

1,708,577,503

1,708,616,454

平
成
22年
度

13,814

52,035

平
成
22年
度

△
327,796

1,828,468,326

1,828,140,530

平
成
21年
度

14,821

53,083

平
成
21年
度

366,747

△
119,890,823

△
119,524,076

増
減 △
1,007

△
1,048

増
減

外
来

入
院

年
度

区
分

純
損

益

事
業

費
用

事
業

収
益

年
度

区
分

外
来

入
院

年
度

区
分

83,787

45,684

平
成
22年
度

△
307,538,207

1,144,497,781

836,959,574

平
成
22年
度

32,811

13,509

平
成
22年
度

89,506

48,311

平
成
21年
度

△
174,899,329

1,296,501,422

1,121,602,093

平
成
21年
度

34,395

15,529

平
成
21年
度

△
5,719

△
2,627

増
減

△
132,638,878

△
152,003,641

△
284,642,519

増
減 △
1,584

△
2,020

増
減

担
当
監
査
委
員
宗
方

保
�
野
宏
之

第
１
事
業
経
営
の
状
況

１
取
扱
患
者
数

(単
位
人
)

２
事
業
収
支

(単
位
円
)

第
２
経
営
管
理
の
状
況

平
成
22年

度
の
利
用
状
況
は
､
入
院
患
者
数
延
べ
52,035人

､
外
来
患
者
数
延
べ
13,814人

で
あ

り
､
前
年
度
に
比
べ
入
院
は
1,048人

(2.0％
)
､
外
来
は
1,007人

(6.8％
)
と
も
に
減
少
し
た
｡

事
業
収
支
は
､
収
益
が
1,708,616,454円

で
前
年
度
に
比
べ
119,524,076円

(6.5％
)
減
少
し
た

が
､
費
用
も
1,708,577,503円

と
前
年
度
に
比
べ
119,890,823円

(6.6％
)
減
少
し
た
た
め
､
純
利

益
が
38,951円

と
な
り
､
前
年
度
に
比
べ
366,747円

損
益
が
改
善
し
た
｡

な
お
､
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
ら
れ
た
精
神
病
院
増
こ
う
経
費
負
担
金
及
び
県
立
病
院
事
業
支

援
経
費
補
助
金
を
除
い
た
実
質
の
純
損
失
で
比
較
す
る
と
､
損
失
額
は
14,610,862円

減
少
し
て
お

り
､
経
営
状
態
に
は
若
干
の
改
善
が
見
ら
れ
る
も
の
の
､
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
｡

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し
た
｡

指
導
事
項

・
診
療
応
援
を
受
け
る
場
合
の
医
師
へ
の
報
償
費
の
単
価
に
つ
い
て
､
病
院
局
長
か
ら
承
認
を

受
け
た
限
度
額
を
上
回
っ
た
額
で
決
定
し
て
い
る
｡

監
査
対
象
公
所
県
立
喜
多
方
病
院

執
行
年
月
日
平
成
23年
７
月
29日

担
当
監
査
委
員
鴫
原
吉
之
助

野
崎
直
実

第
１
事
業
経
営
の
状
況

１
取
扱
患
者
数

(単
位
人
)

２
事
業
収
支

(単
位
円
)

第
２
経
営
管
理
の
状
況

平
成
22年

度
の
利
用
状
況
は
､
入
院
患
者
数
延
べ
13,509人

､
外
来
患
者
数
延
べ
32,811人

で
､

前
年
度
に
比
べ
入
院
は
2,020人

(13.0％
)
､
外
来
は
1,584人

(4.6％
)
と
も
に
減
少
し
た
｡

事
業
収
支
は
､
収
益
が
836,959,574円

で
前
年
度
に
比
べ
て
284,642,519円

(25.4％
)
減
少
し
､

費
用
も
1,144,497,781円

と
前
年
度
に
比
べ
152,003,641円

(11.7％
)
減
少
し
た
も
の
の
､
純
損

失
は
307,538,207円

と
前
年
度
に
比
べ
132,638,878円

(75.8％
)
増
加
し
て
い
る
｡

な
お
､
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
ら
れ
た
県
立
病
院
事
業
支
援
経
費
補
助
金
を
除
い
た
実
質
の
純

損
失
で
比
較
す
る
と
､
損
失
額
は
18,889,878円

増
加
し
て
お
り
､
経
営
状
態
は
依
然
と
し
て
厳
し

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
｡

○
指
摘
等
事
項

特
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
｡

監
査
対
象
公
所
県
立
会
津
総
合
病
院

執
行
年
月
日
平
成
23年
８
月
３
日

担
当
監
査
委
員
宗
方

保
野
崎
直
実

第
１
事
業
経
営
の
状
況

１
取
扱
患
者
数

(単
位
人
)
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純
損

益

事
業

費
用

事
業

収
益

年
度

区
分

外
来

入
院

年
度

区
分

△
1,456,555,741

4,724,264,919

3,267,709,178

平
成
22年
度

83,787

45,684

平
成
22年
度

△
938,814,037

4,673,360,745

3,734,546,708

平
成
21年
度

89,506

48,311

平
成
21年
度

△
517,741,704

50,904,174

△
466,837,530

増
減 △
5,719

△
2,627

増
減

純
損

益

事
業

費
用

事
業

収
益

年
度

区
分

外
来

入
院

年
度

区
分

△
1,061,853

678,212,092

677,150,239

平
成
22年
度

18,439

6,477

平
成
22年
度

△
1,059,975

619,498,680

618,438,705

平
成
21年
度

19,286

6,532

平
成
21年
度

△
1,878

58,713,412

58,711,534

増
減

△
847

△
55

増
減

２
事
業
収
支

(単
位
円
)

第
２
経
営
管
理
の
状
況

平
成
22年
度
の
利
用
状
況
は
､
東
日
本
大
震
災
で
の
病
院
施
設
の
被
災
に
よ
り
病
棟
機
能
を
一
部

休
止
し
た
こ
と
も
あ
り
､
入
院
患
者
数
延
べ
45,684人

､
外
来
患
者
数
延
べ
83,787人

で
､
前
年
度

に
比
べ
入
院
は
2,627人

(5.4％
)
､
外
来
は
5,719人

(6.4％
)
と
も
に
減
少
し
た
｡

事
業
収
支
は
､
収
益
が
3,267,709,178円

で
前
年
度
に
比
べ
て
466,837,530円

(12.5％
)
減
少

し
､
費
用
は
4,724,264,919円

と
前
年
度
に
比
べ
50,904,174円

(1.1％
)
増
加
し
た
た
め
､
純
損

失
は
1,456,555,741円

と
前
年
度
に
比
べ
517,741,704円

(55.1％
)
増
加
し
て
い
る
｡

な
お
､
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
ら
れ
た
県
立
病
院
事
業
支
援
経
費
補
助
金
を
除
い
た
実
質
の
純

損
失
で
比
較
す
る
と
､
損
失
額
は
97,871,296円

減
少
し
て
お
り
､
経
営
状
態
に
は
若
干
の
改
善
が

見
ら
れ
る
も
の
の
､
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
｡

○
下
記
の
と
お
り
指
摘
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
な
い
よ
う
適

切
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
｡

指
摘
事
項

・
旅
費
事
務
の
執
行
に
お
い
て
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣

１
概
算
払
い
に
よ
り
支
給
し
た
職
員
Aほ
か
１
名
に
係
る
研
修
旅
費
に
つ
い
て
､
後
日
､

日
程
が
延
長
と
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
､
精
算
手
続
が
行
わ
れ
ず
不
足
支
給
と
な
っ

て
い
る
｡

正
当
支
給
額

2,007,110円
既
支
給
額

1,891,910円
不
足
支
給
額

115,200円
２
職
員
Ｂ
に
係
る
赴
任
旅
費
に
つ
い
て
､
赴
任
の
日
か
ら
11か
月
を
超
え
､
翌
年
度
に

支
払
っ
て
い
る
｡

赴
任
の
日

平
成
22年
５
月
１
日

支
払
日

平
成
23年
４
月
７
日

支
払
額

129,720円
｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

旅
費
事
務
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
､
内
部
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
強
化
し
､
関
係
規
程
に

基
づ
き
適
正
に
行
う
こ
と
｡

○
下
記
の
と
お
り
指
導
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
措
置
又
は
留
意
・
改
善
す
る
よ
う
指
導
し
た
｡

指
導
事
項

・
既
に
廃
棄
さ
れ
て
い
る
主
要
医
療
機
器
に
つ
い
て
､
用
途
廃
止
や
処
分
の
手
続
が
行
わ
れ
て

い
な
い
｡

・
外
来
収
益
の
一
部
に
つ
い
て
､
課
税
､
非
課
税
の
区
分
を
誤
っ
た
ま
ま
決
算
が
な
さ
れ
て
い

る
｡

・
医
業
未
収
金
の
未
収
金
の
管
理
及
び
回
収
に
つ
い
て
､
催
告
書
の
発
付
な
ど
が
適
切
に
行
わ

れ
て
い
な
い
｡

・
委
託
業
務
に
つ
い
て
､
仕
様
書
上
の
業
務
内
容
と
一
部
相
違
す
る
業
務
を
行
わ
せ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
､
契
約
の
変
更
事
務
手
続
が
行
わ
れ
て
い
な
い
｡

監
査
対
象
公
所
県
立
宮
下
病
院

執
行
年
月
日
平
成
23年
７
月
29日

担
当
監
査
委
員
鴫
原
吉
之
助

野
崎
直
実

第
１
事
業
経
営
の
状
況

１
取
扱
患
者
数

(単
位
人
)

２
事
業
収
支

(単
位
円
)
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純
損

益

事
業

費
用

事
業

収
益

年
度

区
分

外
来

入
院

年
度

区
分

純
損

益

事
業

費
用

事
業

収
益

△
1,200,718

2,196,465,008

2,195,264,290

平
成
22年
度

56,297

21,293

平
成
22年
度

△
1,061,853

678,212,092

677,150,239

△
1,129,055

2,289,089,425

2,287,960,370

平
成
21年
度

53,141

18,304

平
成
21年
度

△
1,059,975

619,498,680

618,438,705

△
71,663

△
92,624,417

△
92,696,080

増
減

3,156

2,989

増
減 △
1,878

58,713,412

58,711,534

第
２
経
営
管
理
の
状
況

平
成
22年
度
の
利
用
状
況
は
､
入
院
患
者
数
延
べ
6,477人

､
外
来
患
者
数
延
べ
18,439人

で
､
前

年
度
に
比
べ
入
院
は
55人

(0.8％
)
､
外
来
は
847人

(4.4％
)
と
も
に
減
少
し
た
｡

事
業
収
支
は
､
収
益
が
677,150,239円

で
前
年
度
に
比
べ
て
58,711,534円

(9.5％
)
増
加
し
た

が
､
費
用
も
678,212,092円

と
前
年
度
に
比
べ
58,713,412円

(9.5％
)
増
加
し
た
た
め
､
純
損
失

は
1,061,853円

と
前
年
度
に
比
べ
1,878円

(0.2％
)
増
加
し
た
｡

な
お
､
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
ら
れ
た
不
採
算
地
区
病
院
運
営
費
負
担
金
及
び
県
立
病
院
事
業

支
援
経
費
補
助
金
を
除
い
た
実
質
の
純
損
失
で
比
較
す
る
と
､
損
失
額
は
3,790,202円

増
加
し
て
お

り
､
経
営
状
態
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
｡

○
指
摘
等
事
項

特
に
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
｡

監
査
対
象
公
所
県
立
南
会
津
病
院

執
行
年
月
日
平
成
23年
７
月
29日

担
当
監
査
委
員
鴫
原
吉
之
助

野
崎
直
実

第
１
事
業
経
営
の
状
況

１
取
扱
患
者
数

(単
位
人
)

２
事
業
収
支

(単
位
円
)

第
２
経
営
管
理
の
状
況

平
成
22年

度
の
利
用
状
況
は
､
入
院
患
者
数
延
べ
21,293人

､
外
来
患
者
数
延
べ
56,297人

で
､

前
年
度
に
比
べ
入
院
は
2,989人

(16.3％
)
､
外
来
は
3,156人

(5.9％
)
と
も
に
増
加
し
た
｡

事
業
収
支
は
､
収
益
が
2,195,264,290円

で
前
年
度
に
比
べ
て
92,696,080円

(4.1％
)
減
少
し
､

費
用
も
2,196,465,008円

で
前
年
度
に
比
べ
92,624,417円

(4.0％
)
減
少
し
た
も
の
の
､
純
損
失

は
1,200,718円

と
前
年
度
に
比
べ
71,663円

(6.3％
)
増
加
し
た
｡

な
お
､
一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
ら
れ
た
不
採
算
地
区
病
院
運
営
費
負
担
金
及
び
県
立
病
院
事
業

支
援
経
費
補
助
金
を
除
い
た
実
質
の
純
損
失
で
比
較
す
る
と
､
損
失
額
は
150,656,969円

減
少
し
て

お
り
､
経
営
状
態
に
は
改
善
が
見
ら
れ
る
も
の
の
､
依
然
と
し
て
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
｡

○
下
記
の
と
お
り
指
摘
事
項
が
認
め
ら
れ
た
の
で
､
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
な
い
よ
う
適

切
な
事
務
処
理
に
努
め
る
こ
と
｡

指
摘
事
項

・
宿
日
直
手
当
の
支
給
に
適
切
で
な
い
も
の
が
あ
る
｡

｢事
実
｣
甲
町
と
の
診
療
委
託
契
約
に
基
づ
き
宿
日
直
業
務
に
派
遣
し
た
医
師
Ａ
ほ
か
２
名
に
対

し
､
支
給
が
必
要
と
な
る
宿
日
直
手
当
が
支
払
わ
れ
て
い
な
い
た
め
､
不
足
支
給
と
な
っ

て
い
る
｡

正
当
支
給
額

100,000円
既
支
給
額

0円
不
足
支
給
額

100,000円
｢是
正
・
改
善
等
の
意
見
｣

宿
日
直
手
当
の
支
給
に
当
た
っ
て
は
､
支
給
要
件
等
を
十
分
確
認
の
上
､
関
係
規
程
に

基
づ
き
適
正
に
行
う
こ
と
｡

(監
査
総
務
課
)
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